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①経済の活性化を支える道づくり 
 

【道路整備の基本】 
80 人/ha の高密度土地利用

と整合した幹線道路ネット

ワークを構築し、経済活動を

阻害する渋滞の解消 
→2 環状 7 放射道路の構築 
 

観光に資する道路づくり

で経済活性化（観光客は活

動時間の半分以上は道路

上の移動に費やす＝道路

は重要な観光資源） 
→風景街道づくり 

 
 生活道路から

幹線交通が排

除され、環境

保全、交通安

全性が向上す

る。→くらし

のみちゾーン

他 

生活に身近な

道路空間の中

では、クルマと

コミュニティ

バスや自転車、

ヒト、などが共

存するみちづ

くり→ユニバ

ーサル／バリ

アフリー他 

②
暮
ら
し
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
道
づ
く
り 

 
 幹線道路には

公共交通の占

有空間をつく

り 、 バ ス や

LRT 等で公

共交通利用を

増進しクルマ

の総量抑制 
→ TDM ／ マ

ルチモーダル

TDM 等を支

援するP&BR
駐車場や駐輪

場などの整備

→道路付属施

設整備 

③
環
境
改
善
に
貢
献
す
る
道

従来付随的に扱われ

てきた分野の重要性

を正当に評価した取

り組み 
 

地域自治体や住民と連携して、幹線

道路整備効果を地域に届ける総合

的な取り組み 
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 那覇都市圏の国道５８号周辺を例とした、②、③に取り組む新しい道づくりのシナリオ 

(①2 環状 7 放射道路の構

築) 
国道 58号の代替経路機能

を担う西海岸道路整備 

(③道路付属施設整備) 
R58 号にクルマと公共交

通をつなぐ道路付属施設

としての P&BR 駐車場、

C&BR 駐輪場など 

R58 号に集中している幹

線交通負荷量の軽減 

(③TDM) 
R58 号バスレーンの、実

施時間（終日可能）、実施

区間の拡大 

R58 号沿道には比

較的人口密度の高

い土地利用があ

り、公共交通を支

える需要がある。

国道 58 号の効率的利用 
・ 地域住民の交通手段

の選択肢拡大 
・ 環境にやさしい交通

体系の実現 

(②くらしのみちゾーン他) 
過度の車利用から解放された地域では、住民の豊かな暮らしに直結した安全で安心な道づ

くりが可能となる。例えば、もうすぐパイプラインに直結する新都心牧志線が完成すると、

新都心内には 58 号を避けた幹線交通が流れ込み、一層の交通混雑を引き起こすことにな

るが、これなども 2 環状 7 放射道路が構築されていれば避けることが可能と思われる。 


